
東日本大震災対策委員会 放射線の健康への影響と防護分科会（第３回） 
議事要旨                           

 
１．日時： 平成２３年９月９日（金） １０：００～１２：００ 

 

２．場所： 日本学術会議 ５－Ｃ（２）会議室 

 

３．出席者 

出席者：佐々木康人、柴田徳思、唐木英明、秋葉澄伯、米倉義晴、丹羽太貫、大野和子、

神谷研二、山下俊一、稲葉次郎、甲斐倫明、武部俊一 

欠席者：岸 玲子、浅野茂隆、明石真言、太田勝正、酒井一夫、鈴木 元、滝澤行雄、

土肥博雄 

事務局：中澤、相原 

 

４．資料  

 資料１．東日本大震災対策委員会放射線の健康への影響と防護分科会名簿 

 資料２．第 2 回分科会議事要旨（案） 

 資料３－１．Ｑ＆Ａ 

 資料３－２．公開セミナー 

 資料３－３．提言案 

 資料４－１．第一回議事要旨（公開用） 

 資料４－２．第二回議事要旨（公開用）  

 追加資料  委員私見 

追加資料２ 東日本大震災対策委員会提言案 

（東日本大震災とその後の原発事故の影響から子供を守るために） 

その他資料（資料番号無し） 

・記事 

 

５．議事 

（１）新委員紹介 

 

（２）委員長挨拶 

委員会議事内容の経緯説明と前回議事録確認 

 

（３）市民に向け QA 作成 

QA 案のなかから、①線量に関する説明 ②被ばくの影響２つのテーマに絞り、市民



向けの短い文章を掲載することで了承を得た。なお、福島県内と福島県外の対象者に

分けた記載とする。 

 

（４）市民公開セミナーについて。 

原案に対して、9 月 16 日をめどに意見を各自事務局へ送付いただく。なお、市民向

けのため、それぞれ 20 分間の講演を４本行うことで、市民に誤解なく伝えられる内容

は何かとの視点でお考えいただくようにお願いした。 

 

（５）分科会から東日本震災対策委員会に向けた提言 

9 月 16 日をめどに、提言すべき事項を事務局に送付することとした。なお、緊急性

のある事項はこれを明記の上送付していただく。 

 

（６）委員長 

今回の分科会活動に関する委員の協力に対する謝辞。 

次の委員会への、引き継ぎ内容を作成し、活動の継続性を保つようにする。 

 

                             以上 


